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【要旨】
　本研究は、神奈川県三浦半島に群在する海蝕洞穴遺跡のひとつである三浦市間口洞穴遺跡の利用に関して、弥生
土器の脂質分析を主として、土器の使用痕分析を加え、検証を行なった。結果として、出土土器からは通常の煮炊
きとは異なる使用痕跡と陸獣の利用が確認された。当初、筆者らは海蝕洞穴遺跡という遺跡の性質から積極的な魚
介類など水棲生物の利用を想定していたが、予想とは異なる結果を得た。加えて、試験的に実施した弥生時代の混
貝灰層の分析からは、炭酸カルシウムを多く含む生物の灰の可能性が提示され、弥生時代の主要穀物であるイネ科
などの植物珪酸体はなく、炭化材片や貝殻の極細片などが確認された。以上のことから、間口洞穴の利用に関して
は、骨角器などの製作場や製塩の場としての利用が示唆された。

はじめに

　相模湾と東京湾に挟まれた三浦半島は、縄文時代早
期の夏島貝塚や吉井城山貝塚をはじめとして、古くか
ら人の活発な活動が見られる。弥生時代に入ると初期
に、逗子市池子遺跡（1－C地点旧河道）や三浦市遊ヶ
崎遺跡などで人々の活動痕跡が確認できるが、稲作農
耕が本格化するのは弥生時代中期後葉に入ってからで
ある。この時期は、南関東全域で稲作農耕が広がって
いく時期に該当しており、三浦半島では、その先端部
に三浦市赤坂遺跡が形成される。赤坂遺跡は、三浦半
島随一の拠点集落であり、相模湾と東京湾を通じた海
上交通の要所として機能する。一方で、横浜市港北ニ
ュータウン遺跡群などに代表される拠点集落を中心と
した集落群を構成することが一般的である（田中
1976・1979・1984）が、赤坂遺跡周辺では、他の弥生
集落がほとんど確認されていない。ただし、周辺では
間口洞穴遺跡（以下、個別の洞穴遺跡は「洞穴」と略
称する）や雨崎洞穴、大浦山洞穴といった多数の海蝕
洞穴遺跡が見つかっており、赤坂遺跡との関連が強く
示唆されている（中村2017ほか）。
　こうした海蝕洞穴遺跡の利用については、キャンプ
サイトや作業場、墓域など様々な利用が想定されてき
た。また、赤坂遺跡など在地の人々による利用ではな

く、海洋民による一時的な利用なども想定され、洞穴
遺跡の利用については多くの関心がもたれている（赤
星1953、剣持1996、設楽2005、白石2009、西川2015、
浜田ほか2019など）。しかし、現在までに議論の結着
はみない。
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土器の使用からみた弥生時代における洞穴（1）利用
　　─ 神奈川県間口洞穴を例に ─　　

図1　三浦半島の弥生時代遺跡 （千葉 2022 を一部改変）
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図 3　間口洞穴区断面実測図 （神澤 1973 に加筆）

図 2　間口洞穴内実測図 （神澤 1973 に加筆）
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　そこで本稿では、これらの洞穴利用について、土器
利用の観点から検討を行なう。具体的には、神奈川県
立歴史博物館が過去に調査を行なった間口洞穴から出
土した土器について、土器に残存した脂質を分析する
ことで、どのような土器利用がなされたのかを明らか
にし、洞穴利用のあり方について検討することにした
い。

1　神奈川県間口洞穴の概要

　間口洞穴が位置する神奈川県三浦半島は、日本でも
有数の海蝕洞穴遺跡が群在する地域である（赤星
1967、剣持1996、麻生2001）。間口洞穴の周辺には先
述した雨崎洞穴、大浦山洞穴、毘沙門洞穴などが近接
して開口している（図1）。さらに、かつては間口洞穴
の南約50m地点にも間口B洞穴が存在していた。
　これらの遺跡の弥生時代の地層からは、骨角製の釣
り針や離頭銛など漁撈に関連する道具が出土すること
が多い。ゆえに、海蝕洞穴遺跡は漁撈具の製作場や海
人集団の利用場所などであった可能性が示唆されてい
る（剣持1972、設楽2005、西川2015・2018）。
　今回対象とする間口洞穴は三浦半島の南東端にあた
る神奈川県三浦市南下浦町松輪（字間口）に位置する

（図1）。遺跡は、東に50mほどで漁港となる小湾のやや
奥に立地しており、東京湾を挟んで房総半島を臨む。
剣崎灯台が建てられた海岸段丘中腹に位置し、テラス
状の平坦面に向かって東側に開口する。この平坦面は
戦時中に壊された神明社の建設の際に整地されてでき
たものであり、遺跡が利用されていた当時とは若干状
況が異なる（赤星1953）。
　間口洞穴は入口の幅約6m、高さは約6m、奥行き約
18mで、遺跡の利用面の下端の標高は約5.5mである（図
2）。三浦半島の地質は硬質の凝灰岩（初声層）と粘土
質の泥岩（三崎層）の互層である。三浦層群と呼ばれ
るこの地層が褶曲や断層によって斜め方向や山形に歪
み、そこに波の浸食作用が働くことで海蝕洞窟が形成
される。海蝕洞窟の横断面が三角形や平行四辺形を呈
するのはこのような地質的な特性に起因する。多くの
海蝕洞穴遺跡の出入口の横断面が三角形を呈するのは
このためである。ただし、間口洞穴については戦時中
に防空壕として利用された際に天井の一部が削られて
いる点は注意が必要である（同前）。
　間口洞穴の調査は、1949年～1950年に赤星直忠を中
心とした横須賀考古学会により、はじめて調査が行な
われた（同前）。その後、当館（2）によって1971年～73
年にかけて本格的な発掘調査が行なわれている（神澤
勇一1972・1973・1974・1975）。
　赤星の報告は、図面が無く、調査区などは示されて
いないものの、後の調査で図2のⅡ〜Ⅲ区にかけて行

なわれたことが判明した。図3の左側に赤星の発掘報
告をもとに復元したおおよその層位を記した。180㎝
程掘り下げた混貝土層に灰層がみられ、弥生時代後期

（久ヶ原期）の土器や卜骨が検出したことが記されてい
る。また、同層より石棺のような施設から散在した人
骨が検出されている。これらの成果から、弥生時代の
間口洞穴は海上で活動した漁民がキャンプサイトとし
て利用したものと結論づけている（赤星1953）。
　1971年～73年に当館が5回に分けて行なった調査で
は、洞穴内部に2ｍ単位の発掘区0～Ⅴを設け、そのう
ちの0～Ⅲ区の調査を実施している（図2）。堆積層は
図3に示した通り、13層に分層された。各層位の時期
は、1〜3層までが鎌倉時代～室町時代、4〜7層が古墳
時代～奈良時代、8・9層が弥生時代後期、10・11層は
弥生時代中期となる。特に弥生時代の層は堆積が厚い。
8層や10層には堆積土に貝と灰が混じった混貝灰層が
みられ、土器片のほか、骨角製の釣り針、ヤス、貝輪、
貝包丁、卜骨などが出土している。今回、分析対象と
した試料は、主に図2のトーンをかけたⅠ・Ⅱ区の8～
11層から出土した資料を対象としている。発掘を担当
した神澤は、灰層が製塩によって形成された可能性が
あることから、製塩施設であることを示唆している。
また、その一方で、貝包丁を穂摘具の一種とみなし、
内陸の集落に供給する場でもあると考えた。結果的に
は「半農半漁」のような生活形態をもつ人々によって
利用されたと結論づけている（神澤1973）。
　このように、間口洞穴は調査の進展によって解釈が
変化してきた遺跡である。この他にも三浦半島の海蝕
洞穴遺跡の利用については、内陸の集落からの「分村」
だとする説などが存在する（岡本1977）。ただ、洞穴
ごとに出土する資料が異なる部分もあることから、一
概に全ての洞穴が同じ目的で利用されていたとは考え
にくい。個々の海蝕洞穴遺跡の性格を明らかにしてい
く研究が必要とされているのが現状である。また、間
口洞穴を含め、これまでの調査のほとんどが洞穴内部
で行なわれており、生活の場の一部と考えられる前庭
部の調査がほとんど行なわれていない。洞穴遺跡研究
では前庭部の調査を行なうことで利用目的が解明され
た事例も存在する（長井2020）ため、今後は前庭部の
調査が必要となる。
　以上を踏まえた上で、本稿で行なう土器の使用に関
する分析は、間口洞穴の利用目的の解明に寄与するも
のと考える。今回分析した試料は当館による調査時に
検出した破片資料である。残念ながら、展示には耐え
られないため、これまで研究資料としてきた。今回こ
のような形で研究に貢献できたのは、破片資料であっ
ても保管し続けることの重要性を物語っており、今後
の資料収集の方針に示唆を与えるものである。
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2　土器残存脂質分析について

2.1　脂質分析の対象と分析方法
　間口洞穴では、8～11層で弥生中・後期の土器片が
出土している。しかし、完形もしくは復元可能な資料
はほぼ皆無であり、破片資料が中心となる。そのため、
時期比定や器種同定が困難な資料が少なくない。試料
の選定にあたり、なるべく時期と器種が判定可能な資
料を抽出したが、個々の細別時期を特定することはで
きなかった。試料の詳細については、表2、図4～7の
通りである。なお、試料の抽出及び観察は白石が行な
い、出土層位の確認は佐藤が実施し、脂質分析は宮田
が行なった。
　次に、脂質分析の方法は、既に確立されている酸抽
出法（Correa-Ascencio and Evershed 2014, Papakosta, 
2015）を使って有機物を抽出した後、i）ガスクロマト
グラフィー質量分析法（GC-MS）によるバイオマーカ
ーを検出と、ii）ガスクロマトグラフィー燃焼炭素安
定同位体質量分析法（GC-C-IRMS）を使った パルミ
チン酸（C16:0）・ステアリン酸（C18:0）の分子レベ
ル炭素安定同位体分析を行なった。
　分析するにあたり、土器内面胎土を縦約1cm×横約
1cm×深さ約0.5cmで削り出し、それらの胎土から脂質
を抽出した。その際に、 前述のCorrea-Ascencio and 
Evershedと Papakostaらの研究を参考に改良した直接
酸メチル化脂質抽出法を用いた。

【直接酸メチル化脂質抽出分析法】
1.粉砕した試料を試験管に入れ、メタノールを加え、

超音波洗浄機で15分振とう後、さらに硫酸を加え、
70℃で4 時間加温する。

2.メタノール溶液中の脂質をn-ヘキサン溶液で抽出
し、ヘキサン層を新たな試験管に分離する。この操
作を3 回繰り返す。

3.ヘキサン溶液に固体炭酸カリウムを加え、中和する。
4.中和したヘキサン溶液を、窒素気流中でおだやかに

蒸発乾固させ、残存脂質を得る。
5.抽出した脂質に、内部標準としてC34 アルカンを加

え、測定前にN,O-Bis（trimethylsilyl）trifluoroacetamide
（BSTFA）溶液でトリメチルシリル化（TMS化）し、

試料溶液とする。
6.水素炎イオン化型検出器（FID）付ガスクロマトグ

ラフ分析装置で脂質組成と含有量を確認する。
7.GC-MS で、脂質組成を測定する。
8.GC-C-IRMS で、パルミチン酸、ステアリン酸の分

子レベル炭素安定同位体組成（δ13C16:0（‰）、δ
13C18:0（‰））を測定する。

　測定は東京大学総合研究博物館タンデム加速器分
析室（MALT）に設置した分析装置を用いた。使用
した分析装置と標準試料を表1に示す。

2.2　分析結果
　まず残留有機物分析の結果は、表3の通りである。器
種や時期の違いによる顕著な差は認められなかった。
また全ての試料から、植物質を示す直鎖長鎖炭化水素
及び超長鎖飽和脂肪酸が検出され、時代を通じて植物
質を扱っていたことが示唆されるイソプレノイド類

（phytanic acid, puritanic acid, 4,8,12-trimethyltridecanoic 
acid（TMTD））や不飽和脂肪酸が胎土内270℃以上で
加熱されると生成する芳香環を含む脂肪酸（APAA）、
特に炭素鎖20以上のAPAAは、水棲動物質の有効な指
標とされているが、いずれの指標も沿岸遺跡としては
検出頻度が少なく、積極的な水棲動物の利用は疑問で
ある。ただしイソプレノイド類は陸棲動物からも少量
検 出 さ れ る 事 に は 注 意 し た い。 そ の な か で は、
KNMKA_001～010グループは比較的水棲動物マーカ
ーの検出頻度が高い。
　次に、C16:0・C18:0の分子レベル炭素同位体分析

（図8）について確認したい。現生の動植物と比較する
と、今回分析した試料は、すべて非反芻動物領域に入
り、時期や器種に関わらず、ほぼ同一の用途と推測さ
れる。植物質は脂質量が動物質に比べてはるかに少な
いので、植物質の影響はここでは反映されていない可
能性が高い。結果として、非反芻動物が主体で、一部
にC3植物や水棲動物の利用があると推測され、先ほど
の残留有機物分析と矛盾しない。

2.3　脂質分析結果に関する考察
　筆者ら（白石・宮田）は、2021年度に同じく三浦半

表 1　分析装置と標準試料
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表2‒（1）　分析対象とした試料一覧
No. 遺跡名 調査区 層位 大きさ 器種 部位 時期 脂質 所見

001 間口洞穴 Ⅱ区 10層 中型 甕 胴下部 中期後半 胎土

調整：外面強い茎束状条痕に近い、内
面調整も外面同様
胎土：砂粒含む
色調：灰褐色
使用痕：外面ススが吸着しており、被熱
の状況は見えない、内面は、コゲが全面
に付着するが、ぼやっとしたコゲ付着

002 間口洞穴 Ⅱ区 10層 中型 甕 胴下部 不明 胎土

調整：外面は単位不明の茎束状条痕に
近い刷毛？、内面調整なし
胎土：砂粒及び金雲母を含む
色調：灰褐色
使用痕：外面下部付近に被熱痕跡があり、
中位部分からススあり、内面は、コゲが
全面に付着するが、ぼやっとしたコゲ付
着

003 間口洞穴 Ⅱ区 10層 中型 壺 胴上部？ 中期後半 胎土

調整：外面ナデ
胎土：小石混じり
色調：褐色
使用痕：内外面ともに不明

004 間口洞穴 Ⅰ区 10層 中型？ 甕 胴下部 後期 胎土

調整：外面薄いたてナデ
胎土：砂粒含む、小石混じり
色調：暗褐色
使用痕：外面酸化消失、内面全面コゲ

005 間口洞穴 Ⅰ区 10層 不明 壺 底部 後期 胎土

調整：外面タテナデ、内面調整なし
胎土：砂粒含む、小石混じり
色調：灰褐色
使用痕：外面使用痕不明、内面にコゲ
が全面に付着する

006 間口洞穴 Ⅱ区 ７層下端～８層
（T-4覆土） 中型 甕 胴上部 後期 胎土

調整：ヨコナデ
胎土：砂粒含む、小石混じり
色調：灰褐色
使用痕：外面薄いスス、内面口縁部付近
に薄いコゲめぐる

007 間口洞穴 Ⅱ区 ７層下端～８層
（T-4覆土） 大型 壺 胴上部 後期 胎土

調整：外面ヨコナデ、内面調整なし
胎土：砂粒含む、小石混じり
色調：赤褐色
使用痕：被熱あり（一部強い被熱？）、内
面に黒斑（対応あり）

008 間口洞穴 Ⅲ区 5層 中型 甕 胴中位 古墳前期？ 胎土

調整：外面ナデ、内面ナデ
胎土：砂粒含む
色調：灰褐色
使用痕：外面は口縁下部と胴中位から下
位にスス付着、台は内部に強い被熱痕あ
り、内面口縁部にコゲめぐる、胴部にも
薄いコゲめぐる

009 間口洞穴 Ⅱ区 ３・４層 中型 壺 底部 中期後半？ 胎土

調整：外面ナデ、内面調整不明
胎土：砂粒含む、小石混じり
色調：灰褐色
使用痕：外面はスス付着、底部はなし、
内面にコゲあり

010 間口洞穴 Ⅱ区 10層 中型 甕 胴中位？ 中期後半？ 胎土

調整：外面強い茎束状条痕に近い、内
面調整も外面同様
胎土：砂粒含む
色調：灰褐色
使用痕：外面ススが吸着しており、被熱
の状況は見えない、内面は、コゲが全面
に付着するが、ぼやっとしたコゲ付着
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表2‒（2）　分析対象とした試料一覧
No. 遺跡名 調査区 層位 大きさ 器種 部位 時期 脂質 所見

011 間口洞穴 Ⅰ区 8層 中型 甕 胴中位 中期後半 胎土

調整：外面強い茎束状条痕に近い、内
面調整も外面同様
胎土：白っぽい砂粒含む
色調：外面は灰褐色、内面は褐色
使用痕：外面ススが吸着しており、被熱
の状況は見えない、内面はコゲ無し

012 間口洞穴 Ⅰ区 10層（攪乱部） 中型 台付甕 底部 後期 胎土

調整：外面は脚部・胴下部にハケ、内面
ナデ
胎土：砂粒及び金雲母を含む
色調：灰褐色
使用痕：不明

013 間口洞穴 Ⅰ区 10層 中型 甕 胴上部 後期 胎土

調整：外面ヨコナデ、内面ミガキに近い
ナデ
胎土：砂粒含む
色調：暗褐色
使用痕：外面に弱いスス、内面は不明

014 間口洞穴 不明 10層 大型 甕 口縁部
付近 後期 胎土

調整：外面ナデ調整、内面は磨きのよう
に丁寧なナデ
胎土：砂粒含む
色調：明褐色
使用痕：なし

015 間口洞穴 Ⅰ区 10層 中型 甕 底部 中期後半 胎土

調整：外面タテハケ、内面調整不明
胎土：砂粒含む、小石混じり
色調：灰褐色
使用痕：外面底部に薄いコゲがつく、内
面は、剥離が強く不明

016 間口洞穴 Ⅰ区 7層下端～8層
（T-4覆土） 中型 甕 胴中位 中期後半 胎土

調整：外面タテハケ、内面ナデ
胎土：砂粒含む
色調：灰褐色
使用痕：外面弱いスス、内面不明

017 間口洞穴 Ⅰ区 7層下端～8層
（T-4覆土） 中型 甕 胴中位 中期後半 胎土

調整：外面ナデ、内面調整なし
胎土：砂粒含む
色調：灰色
使用痕：外面に弱いススが付着する、内
面不明

018 間口洞穴 Ⅰ区 10層 中型 甕 胴中位 中期後半 胎土

調整：内外面ナデ
胎土：微砂粒含む
色調：灰褐色
使用痕：外面に円形らしきススがある、
内面は不明

019 間口洞穴 Ⅰ区 10層（攪乱部） 大型 甕 底部 後期 胎土

調整：内外面調整は不明
胎土：砂粒含む、小石混じり
色調：灰褐色
使用痕：底部のみ残存しており、底部ス
スは不明であるが、底部内面は分厚いコ
ゲが付着する

020 間口洞穴 Ⅰ区 表土・流入土 中型 甕 口縁部
付近 後期 胎土

調整：内外面のユビナデ
胎土：砂粒含む、雲母あり
色調：明褐色
使用痕：外面付着ススがあるがややぼやっ
とした印象を受ける、内面はコゲがない
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003　壺

005　壺

図 4　分析した試料 （1） （縮尺不同）
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006　甕

007　壺

008　甕

009　壺

010　甕

図 5　分析した試料 （2） （縮尺不同）
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011　甕

012　台付甕

013　甕

014　甕

015　甕

図 6　分析した試料 （3） （縮尺不同）
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016　甕

017　甕

018　甕

019　甕

020　甕

図 7　分析した試料 （4） （縮尺不同）
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Sample ID δ¹³C16:0 δ ¹³C18:0

KNMKA-# ‰ ‰

001 -27.3 -27.2
002 -24.1 -25.3
003 -30.0 -28.0
004 -27.5 -27.7
005 -26.0 -25.8
006 -27.3 -27.3
007 -26.7 -25.4
008 -24.9 -24.9
009 -32.4 -30.9
010 -26.6 -26.3
011 -27.1 -26.8
012 - -
013 -29.3 -26.9
014 -28.1 -25.7
015 -28.8 -28.1
016 -27.3 -26.6
017 -27.4 -26.9
018 -27.2 -25.8
019 -27.1 -26.4
020 -26.6 -25.8

図 8　パルミチン酸、ステアリン酸の炭素同位体組成（左）及び分子レベル炭素安定同位体組成（右）

島の弥生集落である逗子市池子遺跡において、同様の
分析を実施している（白石・宮田ほか2021）。そこで
は、分析した試料の2/3からイソプレノイド類が検出
され、パルミチン酸・ステアリン酸の分子レベル炭素
同位体組成でも海棲動物の領域及び、その周辺にプロ
ットされ、魚や海獣類などの水棲動物が利用されてい
たことを強く示した。これは、他の分析（白石・中村
2018、米田2018）でも同様の結果が確認されており、
池子遺跡の人々が農耕を行ないながらも、魚をよく食
していたことを示唆している。
　洞穴遺跡では、先述したように、骨角製の釣り針や
離頭銛など漁撈に関連する道具が出土することが多い
ため、脂質分析の結果も積極的な水棲動物の利用を想
定していた。しかし、予想外にも脂質分析からは水棲
動物の利用が少ないという結果を得た。なお、今回分
析した土器はすべて破片資料であるため、全体の使用
痕跡を確認できない。そのため、用途として土器調理
なのか、その他の使用なのかを明確に判断することが
できない。ただ、間口洞穴での土器利用が池子遺跡の
ような通常の集落遺跡とは異なり、遺跡の状況と相関
しなかった点が何を示すのかを考えなくてはいけな
い。そこで、次章では間口洞穴での土器使用からみた

予察を行なう。

おわりにかえて－予察－　

　今回、間口洞穴遺跡から出土した土器の脂質分析を
実施した。当初、これまでの調査成果を踏まえ、積極
的な水棲動物の利用を想定していた。しかし、実際に
は陸獣動物の利用が多いという結果を得た。この結果
の意味するところを即座に判断することは難しい。そ
こで、対象とした資料の使用痕を観察すると図4-005

（壺）、図7-019（甕）の底部にコゲが吸着していること
がわかる。通常、土器を火処に置いた場合、浮かせな
い限り、底部は熱を受けづらい。そのため、コゲは胴
下部周辺には層状に付着するが、底部には付着しない
ことが多い。しかし、これらの資料ではコゲが底部に
厚く吸着しており、通常の調理痕跡とは異なる様相を
示す。
　また、図4-002（甕）や図5-007（壺）はおそらく2次
被熱を受けていると考えられる資料である。特に、002

（図4）は条痕調整の甕と考えられ、刷毛調整が盛興す
る宮ノ台期には無い資料である。また、土器の器壁も
非常に薄く、砂粒を含む在地的な胎土であり、製塩土
器を思わせる資料である。

パルミチン酸、ステアリン酸の分子レベル炭素同位体組成を、現生日本産生物
データと比較。現生生物から推定される各端成分の領域を楕円で示した。
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表3　脂質組成のバイオマーカー解析結果

植物 水棲動物 水棲・陸棲動物 加熱調理

試料名

器
種

部
位

時
期

中
・
長
鎖
炭
化
水
素

超
長
鎖
　
飽
和
脂
肪
酸

植
物
性
ス
テ
ロ
ー
ル
類

テ
ル
ペ
ン
類

ワ
ッ
ク
ス
類

フ
ィ
タ
ン
酸

プ
リ
ス
タ
ン
酸

T
M
T
D

動
物
性
ス
テ
ロ
ー
ル
類

APAA-Cx

KNMKA-# 16 18 20 22 24

001 甕 胴下部 中期後半 ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

002 甕 胴下部 不明 ○ ○ × × × ○ × × × × × × × ×

003 壺 胴上部？ 中期後半 ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

004 甕 胴下部 後期 ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ × ×

005 壺 底部 後期 ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

006 甕 胴上部 後期 ○ ○ × × × ？ × × × × × × × ×

007 壺 胴上部 後期 ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × ○ × × ×

008 甕 胴中位 古墳前期？ ○ ○ × × × ○  ○ × × × × × × ×

009 壺 底部 中期後半？ ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

010 甕 胴中位？ 中期後半？ ○ ○ × × × ○ × × × × × × × ×

011 甕 胴中位 中期後半 ○ ○ × × × × × × ○ × ？ × × ×

012 台付甕 底部 後期 ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

013 甕 胴上部 後期 ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

014 甕 口縁部
付近 後期 ○ ○ × × × ○ × × × × ○ × × ×

015 甕 底部 中期後半 ○ ○ × × × × × × × × ？ × × ×

016 甕 胴中位 中期後半 ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

017 壺 胴中位 中期後半 ○ ○ × × × × × × × × ○ × × ×

018 壺 胴中位 中期後半 ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

019 甕 底部 後期 ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

020 甕 口縁部
付近 後期 ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

− （12）−101



神奈川県立博物館研究報告−人文科学−第51号（2024年12月）

　間口洞穴では、破片資料が多く、詳細な時期比定は
難しいが、出土資料を観察する限り、通時的というよ
りは、時期が限定された利用が行なわれているようで
ある。また、出土資料の全体的な組成として、壺形土
器が非常に少なく、甕形土器を多用していたようであ
る。通常、壺が多いのであれば、貯蔵用として食糧な
どを確保したり、装飾的要素から儀礼などに用いたり
した可能性も考えられるが、甕形土器が圧倒的である
ことから、調理もしくは何らかの作業が想定される。
ただし、使用痕跡からは通常調理以外の可能性が示さ
れているため、何らかの作業的な利用が想定される。
ただし、土器片だけでは、これ以上に踏み込んだ議論
は難しい。
　そこで、試験的に洞穴の堆積物を検討したい。特に
重要な層として、2つの混貝灰層がある。これは、三浦
半島の海蝕洞穴遺跡の多くにみられる堆積であり、大
浦山洞穴などではレンズ状堆積層などもあり（赤星直
忠1997） 、自然堆積ではなく、人為堆積と考えられて
いる。さらに、様々な貝類を含めた動物遺存体や土器
片が含まれる灰層については、洞穴内の湿気などを取
ることが想定されている。分析対象となるのは、過去
の調査で採取されていたⅡ区10層混貝灰層サンプル
である。この灰層サンプルの分析は（株）パレオ・ラ
ボの藤根久氏と辻康男氏（現：京都府埋蔵文化財調査
研究センター）に依頼した。分析の結果、炭酸カルシ
ウムを多く含む生物の灰の可能性があり、イネ科など
の植物珪酸体はなく、炭化材片や貝殻の極細片などが
確認された。そして、これら炭化材極細片が含まれる
ことから火を受けている可能性が強いという報告を得
た。つまり、灰層内では炭酸カルシウムを多く生成す
る火を用いた活動が行なわれていた可能性が示唆され
た。
　炭酸カルシウムは生物遺骸由来のものが、焼けて生
成された可能性が高いが、生成プロセスに関しては、
現状、不明とせざるを得ない。ただし、炭化材細粒片

図９　混貝灰層の貝殻極細破片の顕微鏡画像 図 10　混貝灰層の炭化材片の顕微鏡画像

が確認されていることから、火を受けている可能性は
高く、自然の生成プロセスではなく、人為的な生成プ
ロセスが推定される。少なくともイネ科植物も確認で
きないことから、コメなどを用いた日常的調理が行な
われる場というよりは、何らかの作業が行なわれてい
たのであろう。おそらく、骨角器などの製作だけでな
く、貝灰や製塩なども推定される。
　これらを解明するためには、仮説検証的にモデルを
構築した発掘調査が必要だと考える。現在、杉山浩平
氏らによって行なわれている三浦市白石洞穴は非常に
精緻な調査が進められており（杉山2019）、同じよう
な精度の調査を将来的に間口洞穴などでも行なうこと
が、これらの解明の糸口になると考えられる。

註
（1）一般的には「洞窟」という語が用いられるが、本来は

通り抜けることができる岩穴を指す（麻生2001ほ
か）。そのため本論ではより包括的な意味をもつ「洞
穴」を採用している。

（2）当時は神奈川県立博物館であるが、本論では当館とし
て統一して表記した。
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